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【道路の占用許可＝路上イベントの許可】ではありません。道路占用の許可

は、路上イベントに際し使用するイベントスペース及び占用物件に対する許

可です。 

 併せて、警察からの道路使用許可が必要となります。 

 また、食品営業の許可、建築確認や催物開催の届出などが必要となる場合

がありますので、関係部署に事前相談を行ってください。 

１ ガイドライン策定にあたって 

 平泉町では、道路空間を利用して地域の活性化や賑わいの創出を目的とし、行

政・町民・団体などが一体となって取り組むイベント活用の場として道路空間を

活用できるよう、弾力的な道路占用許可を行っております。 

 本ガイドラインは、基本的な都市の骨格を形成し、人や自転車、自動車が安心

して通行できるという、道路本来の役割を前提としつつ、地域の賑わいの創出を

目的とするイベント開催を考えている方に、道路占用の手続きや具体的な基準、

留意点をまとめたものです。 

 

２ 道路占用とは 

道路に一定の工作物を設け、道路を継続して若しくは反復して使用する場合は、

道路占用の対象となります。このことについては、道路の地上、地下、上空を問

わず、全て道路占用となります。 

そのため、イベント実施に伴い、道路上にテーブルやテント、椅子などを設置

する場合には、道路占用許可申請が必要となります。 

 

その他注意事項 
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※純営利目的である場合や、地域の活性化や賑わいの創出を謳っている

ものの、内容が明らかに営利目的を含むと判断されるものは許可の対

象となりません。 

※内容により国・地方公共団体が支援していることを確認する書類の提出

が必要になります。 

※内容により、地域住民、団体等の同意書等の書類の提出が必要になり

ます。 

３ 道路占用の許可基準 

  路上イベントにおける道路占用許可基準の基準については、原則「地域の活 

  性化等に資する路上イベントに伴う道路占用の取扱いについて」（平成１７年 

３月１７日国道利第２８号）及び「道を活用した地域活動の円滑化のためのガ 

イドライン改定版」（平成２８年３月国土交通省道路局）によりますが、具体 

的な取扱いについては、次のとおりです。なお、これらの基準を満たしていて 

も、現地の状況等により許可できない場合があります。 

 

１）占用目的 

地域の活性化や街の賑わい創出の観点から、国・地方公共団体並びに地 

   域住民及び団体等が一体となって取り組むものであること。 

  

２）占用主体 

  ア．国・地方公共団体 

  イ．国・地方公共団体を含む地域住民・団体等の関係者からなる協議会、実 

 行委員会等 

ウ．国・地方公共団体が支援するイベントの実施主体 

  エ．その他町長が認めるもの 

 

３）占用期間 

   占用の期間については、原則１日ですが、交通管理者（警察）、地域住民、

商店街等の団体等の理解が得られるものについては、数日間の継続的なもの

や毎週日曜日といった反復的なものについても実施可能です。 
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４）占用場所 

   次の条件をすべて満たす場所であること。 

  ア 道路の構造又は道路交通に著しい支障を及ばさない場所であること。 

  （例）信号機、交通標識、案内板等を隠す物件の設置は不可。 

  イ 交通量が多い場所にあっては３．５メートル以上、その他の場所にあっ 

ては２メートル以上の十分な歩行空間を確保すること。 

  ウ 交差点、横断歩道、踏切及び橋梁の上でないこと。 

  エ 道路の曲がり角。交差点の側端、横断歩道の側端、踏切の側端、バスの 

   停留所、消火栓、交通信号機又は道路標識から５メートル以上の距離を保 

つこと。 

  カ 視覚障がい者誘導ブロックが設置されている付近については、当該ブロ 

ックとの距離を１メートル以上確保すること。 

    

ただし、交通管理者等との協議により交通規制を伴う場合で、歩行者の円 

  滑な通行が確保されるとともに、緊急時や災害時に緊急車両が通行できるよ 

う配慮するものについては、条件を緩和できることがあります。 

 

５）占用物件の構造 

 道路の構造に支障を及ばさないものであり、周辺の景観、美観などに配慮 

するものであること。 
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４ イベントスペースの占用について 

  〇イベントスペースの使用範囲のとり方（テント等を設置する場合） 

 

・イベントスペースの占用数量については、使用する想定範囲の面積を計上してください。 

 計算例：5ｍ使用範囲  面積：A=5ｍ×30ｍ＝150㎡ 

        30m 

〇イベントスペースの使用範囲のとり方（テント設置等を伴わない場合） 

☆機材等を設置しない場合のイベント（人のみ） 

 

 

☆機材等を設置する場合のイベント（人＋機材） 
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５ 道路占用の手続き 

  道路占用の手続きには、事前に次の書類を提出し、許可を受ける必要があり 

ます。 

   ・道路占用許可申請書（様式は平泉町建設水道課の窓口又はホームページに 

あります。 

  ・位置図 

  ・平面図（占用面積が確認できるものが必要） 

  ・断面図 

  ・現地写真 

  ・その他内容に応じて必要な書類（国及び地方公共団体等が支援しているこ 

とを確認する書類、関係者の同意等） 

 

 手続きの流れは下図のとおりです。申請書を提出して許可を受けるまで 

に役場の開庁日で１０日から２週間程度かかりますので、早めの手続きを 

お願いします。 

 また、イベント終了後には、完成届（イベント前・中・後の写真等の添 

付が必要）の提出が必要です。 

 

申 請 者 町（道路管理者） 警 察 署 

協          

占用計画 

回 

※この工程は必須ではありませんが 

議 

事前審査 

答 

事前協議を経た方がスムーズに進 

 

 

 

みます。 

提 

申 請 書 

       交 

許 可 書 

 

占用料の支払い 

 

出 

受  理     協 

付 

許  可   回 

 

議 

協 議 書 

答 

 

イベント等実施 

 

完 了 届 
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※ただし収益が発生する路上イベントの 

・収益が発生するが、運営費等に充当する場合⇒免除 

・収益が発生するが、運営費等に充当しない場合⇒占用料徴収 

６ 道路占用料 

  路上イベントを実施する際、原則として道路占用料が必要になります。道路 

占用料は、占用物件の内容、面積、期間等に応じて計算し、許可の際に納付書 

発行しますので、納期限内に金融機関などで納付してください。 

 

占用料の徴収は下記のとおりです。 

１） 占用主体が、 

ア  国・地方公共団体⇒免除 

イ 国・地方公共団体を含む地域住民・団体等の関係者からなる協議会、実 

行委員会等 ⇒ 免除 

２） 占用主体が、 

  ウ 国・地方公共団体が支援する路上イベントの実施主体 ⇒ 免除 

  エ その他町長が認めるもの ⇒ 免除 

 

 

７ その他の手続き 

  道路を路上イベントで利用する場合は、道路占用許可だけでなく、所轄の交 

通管理者（警察）による店舗等や設置物によっては、保健所による食品営業許 

可や消防署に届出が必要になるなど、その他の手続きが必要になる場合もあり 

ますので、時間的な余裕を持ち、関係機関に事前相談、協議を行ってください。 
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